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１　交流拠点の対象エリア

茶源郷交流ゾーン
観光のエントランスや茶源郷和束の
情報発信の拠点として機能を高める

暮らしの交流ゾーン

緑と清流の交流ゾーン

和束茶カフェを中心に
観光スポット等を結ぶ
エリア(和束茶カフェ周辺エリア)

和束町第4次総合計画より
（平成23年度～平成32年度）



２　交流拠点づくりの基本方針

› ①茶の産地として生業の景観を守りながら、その歴史や　
› 　文化、施設など地域の資源を生かす取組みを進める。

› ②茶農家等の力を結集させた「和束茶カフェ」を中心に、
› 　地域の魅力発信基地を目指す。

› ③お茶の魅力を五感で感じられる まちづくり を進める。

【地域住民をはじめとする民間、町、府が協働・連携して取組みを推進】

 ”  ”



和束茶カフェ周辺エリア

３　交流拠点の目指す姿

【和束茶カフェと周辺エリアの特徴】
　・大都市圏などとつながる主要な道路との距離が近く、駐車場も一定数整備している
　　ため、町内観光の拠点として公共交通機関での観光にも自家用車での観光にも対応

　・茶畑近辺の道路は狭く、自家用車での観光は不向きとなっているが、景観資産等の
　　観光資源との距離も近く、歩く観光や自転車観光にも対応

　・和束茶カフェ等での茶関連商品の販売や茶の入れ方体験だけでなく、茶畑も近辺に
　　あり、茶摘み等の体験もエリアの中で対応

安積親王陵墓

釜塚の景観資産弥勒磨崖仏

　和束運動公園　　　　　天空カフェ

　山の家（宿泊）　　　　てらす和豆香

石寺の景観資産

撰原の景観資産

原山の景観資産

湯船森林公園



３　交流拠点の目指す姿
› また来たい、住みたいと思わせる「和束」の魅力発信拠点

世界中からお茶好きが集まる 田舎らしさ、美しい景観などを体感

和束のファン　へ
・また来たい（リピーター）
・住みたい（移住・定住）
・応援したい（協力者）

参画・協力

内容の充実イベント仕掛け
情報発信

情報発信



４　主な実施事業 (1)

› ①茶畑の景観や歴史、おもてなしの文化など「茶」を中心に展開
› ②公共施設の民間活用を進めるなど地域の資源を最大限に生かす
› ③魅力あるまちづくりに向けたソフト・ハードの整備

１ 「和束茶カフェ」の充実（商品、機能、案内看板等） 民間、町 平成２７年度～

２ 「煎茶によるおもてなし」の啓発 民間、町、府 平成２７年度～

３ 「茶」について学ぶ機会の充実 民間、町、府 平成２７年度～

４ 和束茶を知ることのできる資料館等を開設 民間、町 平成３０年度～

５ 和束茶を使った料理コンテストの開催 民間 平成２７年度～

６ 煎茶を使った「足湯」を提供 民間 平成２７年度～



４　主な実施事業 (2)

（検討中）

７ 景観条例等による茶畑景観の保全、修景 民間、町 平成２９年度～

８ 特産品の茶をはじめとする地産地消の食事メニュー開発 民間 平成２８年度～

９ 和束茶を楽しめるオープンカフェ 民間 平成２７年度～

１０ 農家レストラン等食事を提供できる施設 民間 平成２８年度～

１１ 大型宿泊施設（和束山の家）を整備 町 平成２７年度～

１２ ゲストハウスなど空き家を活用した宿泊施設の開設 民間 平成２８年度～

１３ 農家民宿など体験型の民泊を充実 民間、町、府 平成２７年度～

１４ 農業体験等質の高い体験メニューやツアーの充実 民間 平成２８年度～

１５ 休耕田を活用した花畑や市民農園を整備 民間 平成２８年度～

１６ 地域住民が楽しみながら継続できるイベントを開催 民間、町 平成２７年度～



４　主な実施事業 (3)

（検討中）

17 お土産となる商品の充実 民間 平成２７年度～

18 フォレストアドベンチャーの整備による森林体験の提供 民間、町 平成２９年度～

19 トイレ、駐車場、散策路等「おもてなし環境」の充実 民間、町、府 平成２７年度～

20 地域で活動する人が集まる場所づくり 民間、町 平成２８年度～

21 和束の語り部ガイドの育成 民間 平成２７年度～

22 空き家活用などの移住・定住を支援する体制づくり 民間、町 平成２８年度～

23 コンシェルジュがいる「茶源郷総合窓口」の設立 民間、町 平成２８年度～

24 各地のイベント出展等で「茶源郷和束」の宣伝を強化 民間、町 平成２７年度～

25 フリーWi-Fi　の設置 民間 平成２８年度～

26 道路の誘導看板やバス停、マップ等の案内を充実 町、府 平成２７年度～


